
４.課題の整理 

環境保全、レクリエーション、防災、景観の四系統による特性評価から、課題設定までの流れ

を示します。 

 

 

 

 

 

 

ア 市街地の環境保全にかかわる緑

イ 都市の骨格を形成する緑

ア 日常生活圏におけるレクリエー
ションの場としての緑

イ 広域的なレクリエーションの場と
しての緑

ア 自然災害の危険性

イ 人為災害の危険性

ウ 避難地の確保

ア 街を代表する郷土景観としての緑

イ 市街地を特徴づけるランドマーク
的な緑

ウ 富士山への眺望

近年、街中がせせらぎ事業等による整備も進
み、市民の参加による緑づくりが展開されて
きていますが、前に示す３つの課題に整理し
たように多様な課題があることから、本市の
緑の保全・創出・活用にあっては、既存資源
の維持管理や、市街地の一層の緑化が重要で
あり、市民及び事業者による緑化の取り組み
への支援強化や、行政と一体となった緑づく
りの体制検討が求められます。

緑の保全・創出・活
用を推進するための
システムづくり

市内に残されている
貴重な緑と水の保全

快適な生活を営むう
えで不足している緑
の創出

点在する緑の資源を
河川や道路でつなぐ
方策の検討

【課題】

景観

楽寿園や三嶋大社などの代表的な緑や、文教
地区のイチョウ並木、国立遺伝学研究所の桜
並木のようなシンボル的な街路樹など、特徴
的な緑の資源が豊富なことから、こうした緑
の保全や、湧水を中心とした水辺の緑の保全
が求められます。また、森林の荒廃なども懸
念されることから、これらへの対応も求めら
れます。

歴史的な緑と水に関わる資源は豊富である一
方で、近年水量の低下が顕在化しており、か
つての豊富な水環境の一体的な復元が求めら
れます。また、中心市街地などでは、日常生
活に身近な公園整備の立ち遅れが見られ、防
災上の危険性からも、これらへの対応が求め
られます。さらに、市民の多様なレクリエー
ションニーズへの対応や、本市の「顔」とな
る新たな緑づくりも求められます。

市内には、歴史を感じさせる緑資源が多く点
在しますが、緑の資源を更に活かすため、こ
れらの結びつきを高めていく必要があり、相
互のネットワークの充実などが求められま
す。また、里山の緑は、身近な自然にふれる
緑として重要な資源であり、こうした緑を効
果的に活用する方策の検討が求められます。

【四系統による特性の評価】

環境保全

レクリエーション

防災
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